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●�

議
第
51
号　

高
島
市
廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
し
尿
処
理
手
数
料
の
改
正
を
行

う
も
の
。

問　

本
条
例
案
を
9
月
議
会
で
は
な
く
、

6
月
議
会
で
出
し
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

答　

利
用
者
に
対
す
る
周
知
期
間
を
十
分

確
保
す
る
た
め
で
す
。

採
決
の
結
果　
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●�

議
第
52
号　

高
島
市
マ
キ
ノ
高
原
自
然

体
験
交
流
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一部
を
改
正
す
る
条
例
案

「
マ
キ
ノ
高
原
温
泉
さ
ら
さ
」
の
利
用

状
況
か
ら
開
館
時
間
を
変
更
し
、
市
が
管

理
す
る
温
泉
施
設
の
開
館
時
間
の
統
一
を

図
る
も
の
。

問　

こ
れ
ま
で
よ
り
開
館
時
間
が
短
く
な

る
が
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
施

設
の
経
営
上
の
影
響
は
な
い
か
。

答　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
朝
の
1
時
間

と
夜
の
1
時
間
が
短
く
な
る
が
、
そ
の
時

間
帯
は
、
利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

な
い
時
間
帯
で
あ
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
低
下

や
運
営
上
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
く
、
逆
に
、
施
設
の
点
検
時
間
を
多

く
と
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
よ
り
良
い

温
泉
施
設
を
提
供
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●�
議
第
53
号　

高
島
市
景
観
の
形
成
お
よ

び
景
観
計
画
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

太
陽
光
発
電
設
備
や
風
力
発
電
設
備
な

ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設

置
に
対
す
る
届
け
出
に
関
し
、
そ
の
対
象
と

な
る
範
囲
を
明
確
化
し
、
よ
り
適
切
な
指

導
や
助
言
を
行
う
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

問　

施
設
の
設
置
に
あ
た
り
、
隣
地
関
係

者
へ
の
説
明
や
同
意
書
類
の
添
付
に
つ
い

て
、
明
文
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　

周
辺
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
判
断
に
お
い
て
、
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な
説
明
が
な
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、一
定
以
上

の
規
模
で
あ
れ
ば
、
高
島
市
開
発
指
導
要

綱
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
へ
の

説
明
経
過
書
の
添
付
を
求
め
て
い
ま
す
。

採
決
の
結
果　
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の

●�

請
願
第
1
号　
「
琵
琶
湖
周
航
の

歌
資
料
館
」
の
今
後
に
つ
い
て
、

市
民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る

請
願

請
願
趣
旨　
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館
」

を
「
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

に
移
設
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
た

い
へ
ん
驚
い
て
い
る
。

現
資
料
館
は
、
琵
琶
湖
周
航
の
歌
の
歴

史
を
広
く
発
信
す
る
文
化
の
拠
点
と
な
っ

て
き
た
。
ま
た
、
ま
ち
歩
き
観
光
と
も
連

携
し
て
き
た
最
適
な
場
所
で
あ
る
。

今
津
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
と
市
民
協
働

で
作
り
上
げ
る
た
め
、
琵
琶
湖
周
航
の
歌

資
料
館
関
係
者
及
び
市
民
へ
の
説
明
の
場

を
設
け
、
市
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
い
て

十
分
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

請
願
項
目　

市
は
、
関
係
者
及
び
広
く
市

民
へ
の
説
明
の
場
を
設
け
、
丁
寧
に
意
見

を
聞
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

採
決
の
結
果　
「
賛
成
多
数
」
で
採
択
す

べ
き
も
の
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すべき

本会議での討論
　

請
願
1
号
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
資

料
館
」
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
民

説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
請
願

反
対
　
　
　
　

廣
部　

真
造

琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館
が
今
津
東
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
す
る
事
の
是
非

を
問
う
説
明
会
は
、
議
会
で
議
決
済
み
の
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
説
明
責
任
は
議
員
が

負
う
べ
き
で
あ
り
、
妥
当
性
に
欠
け
る
と
判

断
し
反
対
。

賛
成
　
　
　
　

梅
村　

勝
久

こ
れ
ま
で
も
公
共
施
設
再
編
の
遂
行
に
は
市

民
へ
十
分
な
説
明
が
必
要
と
提
案
し
て
き
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き
行
政
が
、
市
民
と
の

間
に
軋
轢
を
生
ま
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
議
会
が
再
編
で
市
民
と

向
き
合
う
試
金
石
と
な
る
。

賛
成
　
　
　
　

福
井　

節
子

公
共
施
設
再
編
は
、
地
域
住
民
や
利
用
者
に

と
っ
て
大
問
題
。
市
民
的
議
論
を
尽
く
し
市
民

の
納
得
を
得
て
、進
め
る
事
が
必
要
。「
資
料
館
」

を
発
祥
の
地
と
し
て
守
っ
て
来
た
当
事
者
が
説

明
不
足
と
請
願
。
市
は
真
摯
に
受
け
止
め
説
明

会
と
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
べ
き
。

賛
成
　
　
　
　

早
川　

浩
德

琵
琶
湖
周
航
の
歌
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず

県
民
の
宝
。
資
料
館
は
シ
ン
ボ
ル
。
歌
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
移
転
の
経
緯
な
ど
地
元

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
協
力
を
得
る
こ
と
が

大
切
。
公
共
施
設
再
編
を
今
後
進
め
る
際
に

も
重
要
で
、
請
願
趣
旨
に
賛
同
す
る
。

琵琶湖周航の歌資料館

採択
すべき


